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横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者各位  
 

東神奈川臨海部の海に開かれた新たな街づくり！ 
－「東神奈川臨海部周辺地区」再編整備計画を策定しました－ 

 

本市では、平成 14 年 3 月に、関内・みなとみらい 21 地区などの横浜都心臨海部

と京浜臨海部地域とを結節する「東神奈川臨海部周辺地区」（約 170ha）を京浜臨海

部地域の再生を先導する地区として指定し、当地区の土地利用や基盤整備等につい

てこれまで検討を進めてきましたが、このたび「東神奈川臨海部周辺地区 再編整

備計画」を策定しましたので、お知らせします。 
なお、計画の策定に当たっては、国など関係機関との協議会における検討や、地

元関係者からの意見などを勘案しました。 
今後は、整備の推進に向けて、関係機関によるまちづくり連絡協議会の設置を行

うとともに、東高島駅北地区について、コーディネーターの都市基盤整備公団と連

携して地元主体によるまちづくりの組織化・運営を支援します。 

＜「東神奈川臨海部周辺地区 再編整備計画」のポイント＞ 
○ 公共と民間が再編整備シナリオを共有します！ 

本計画の策定により、公共と民間が概ね今後 15 年間の再編整備シナリオを共有し、

既存の機能との調和を図りながら、段階的な土地利用転換や基盤整備を進めることが

可能となります。 
具体的には、個別事業ごとに整備主体や整備時期などを位置づけた「整備プログラ

ム」を定めています。 
 
○ 駅周辺から海方向に向かう新たな都市軸をつくります！ 

 本地区のグランドデザインの実現のために、駅周辺から海方向に向かう「神奈川み 
なとの道」の整備などを通じた新たな都市軸の形成や水辺・緑・歴史を活かした都市 
環境形成を進めます。 

 
○ 臨海部の先導的事業を契機（トリガー）として、波及させていきます！ 

 旧浅野ドック跡地の再開発（平成 20 年度建物竣工予定）や臨港幹線道路の整備（山 
内～瑞穂区間、平成 18 年度完成予定）などを契機（トリガー）として、その波及効 
果を誘発していきます。 

 
○ 民の力や国の制度を活用します！ 

道路整備などにおいて、民の力を積極的に活用するとともに、個別の整備事業につ

いて、国の補助制度を最大限に活用します。 
 



 
 

 

（参考） 
 
 
 
経 緯 等 

 
平成１１年８月 京浜臨海部地域 都市･居住環境整備重点地域指定（国土交通大臣） 
平成１３年３月    同  地域 都市･居住環境整備基本計画策定（国、川崎市、本市） 
平成１４年３月 東神奈川臨海部周辺地区指定（本市） 
平成１６年３月     同    地区再編整備計画策定（本市） 
※計画策定にあたっては、国の事業制度である都市再生総合整備事業(国土交通省都市･地域整

備局所管)、ポートリノベーション事業(国土交通省港湾局所管)を活用しました。 
 
 
東神奈川臨海部周辺地区の位置 

JR 東神奈川駅や京急神奈川新町周辺から臨海部にわたる一体的な地区であり、東神奈川１丁目、

新浦島町、橋本町などを含み、面積は約１７０ha です。 

 

 
  

 
 
添付図・表 
１ 東神奈川臨海部周辺地区の再編整備グランドデザイン 
２ 東神奈川まち・海軸の重点整備 
３ 神奈川新町・新浦島町軸の重点整備 
４ 水、緑、水辺を活かした美しい都市環境への再編 
５ 整備プログラム 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

  

 

 



 

 

 

  

 

 



   整備プログラム 

  ※事業主体や整備時期などは、今後の検討を進める中で変更することも考慮するとともに、 

民間の開発動向や社会情勢などを踏まえ、柔軟に対応することを基本とする。  
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